
大河内昌著『美学イデオロギー――商業社会における想像力』

名古屋大学出版会　2019年　376 pp.

　本書は著者の長年にわたる研究の集大成といえるものだろう。18世紀のイギリス
思想へのアプローチから文学研究の可能性を広げようとする試みでもある。本書のタ
イトルとなっている「美学イデオロギー」とは、ポール・ド・マンの死後出版の評論集
（Aesthetic Ideology）の訳語にもなった名称であるが、ド・マンが残した論考がカント
やヘーゲルなどドイツ美学を中心としたものであるのに対して、本書が取り上げるの
はシャッフツベリーやヒュームなどのイギリス 18世紀の哲学者である。ただし冒頭
近くに書かれているように、本書のテクストに対する姿勢は、「修辞的な構造が発す
る潜在的なメッセージを掘り起こす」（12）ことに向けられており、言語表象によって
醸成されるイデオロギーの在り方を、イギリスの文化伝統に強い影響を残した思想か
ら読み起こすことをまず一つの主軸としている。テクストに対するフォルマリスティ
ックなアプローチを、どれだけ歴史的な読解へと導くことができるかという本書にお
ける課題は、おそらく 20世紀の終盤から英文学の研究者の多くが直面したものであ
る。本書においては、感覚的な経験に基づく趣味判断における普遍性の探求や、個人
の想像力の力を肯定し、そこに市民社会を統合する原理を見ようとする営みの様々な
在り様を美学と総称しており、その延長線上に自由経済と個人の利益追求を肯定する
商業社会を見ている。ここでいう美学を 18世紀イギリスの道徳哲学が先鋭化したも
のと考えれば、善悪の判断を人間の感覚に基づく経験から導き出せると考える時代の
雰囲気が何がしか感じられるが、本書において美学の概念は様々な文脈を与えられて
おり、そうした一義的な理解を許さないところがある。本書の取り上げる対象が広範
囲であるだけに、読者にとって美学とは何かと立ち止まる箇所もあるだろう。
　さてそうした懸念はひとまず置くとして、まず具体的な各章の内容を紹介していき
たい。本書は二部構成となっており、前半の第 I部は「道徳哲学における美学」、後半
の第 II部は「文学における政治・法・商業」と題されている。第 I部第 1章ではシャ
ッフツベリー伯（アンソニー・アシュリー・クーパー）の道徳哲学を取り上げ、彼が美
と徳を同一視し、道徳的な動機づけに関して理性よりも情念を重視した点を論じ、美
学を社会の理念へと敷衍した点を明確にしている。第 2章ではシャッフツベリーと
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対立したバーナード・マンデヴィル、擁護に回ったフランシス・ハチソン、そしてハ
チソンの後継者であるが趣味の普遍性の根拠を神の摂理に求めたケイムズ卿ヘンリ
ー・ヒューム、と三人の思想をとりあげて 18世紀の道徳哲学の諸相を論じている。
第 3章から第 5章まではデイヴィッド・ヒュームの趣味論、虚構論、そしてヒュー
ムとアダム・スミスの市場の美学がテーマになっている。これらの章は前半の中心的
な章ともいえるものだろう。リアリズム小説の誕生とヒュームの認識論とは同じ近代
社会の産物であり相互に関係している。デカルトやロックによって実在の概念が普遍
的なものではなく、感覚によって把握される物体に存すると考えるようになったと
き、ものの実在に関する認識上の転換が起こった。ヒュームにおいては外的な事物が
継続的に存在することを信じることは感覚の力のみよってはなし得ず、想像力の働き
によって可能になる。理性ではなく想像力によって感覚的印象から外的事物のリアル
な記憶が合成されるのである。近代社会は、貨幣経済や出版産業の成熟を考えても分
かることであるが、外的な物体と想像上の事物とが同様に把握されるような事態を生
み出した。ヒュームの認識論は事実と虚構がないまぜになった近代社会を哲学的に表
現したものと捉えられており、この点は後半の議論を支える基盤ともいえるものだろ
う。
　第 6章「バークの崇高な政治学」では、エドマンド・バークの『フランス革命の省
察』において、感受性に基づく趣味判断を国家の統一原理に結びつける「政治の美学
化」について検討している。この章から考察が深められる「崇高」の概念は、単に美学
的概念にとどまらず、社会に働く心的機能として捉えられる。バークにおいては生理
的現象の側面から恐怖の感覚を与え身体を緊張に導くものとして捉えられ、そして第
7章で取り上げられる T. R.マルサスの人口論においては、人口の増大と崇高の概念
が結びつく。崇高の感情が恐怖や緊張を強いるとき、それは美がもたらす快や心地よ
さと対極にも位置付けうる。すなわち崇高の体験は瀟洒な趣味や繊細な感受性によっ
て養われた趣味への没入を制御し、人間を忍耐や労働へと導く契機となるのである。
この論考ではマルサスの議論が身体を物質的にとらえ統計的に処理する「反美学」的な
ものであると紹介されているが、マルサスと崇高の概念が結びつくとき、それは「美
学」的なものによって構築されているものでもあることが分かる。原理的には感覚に
基づく趣味判断の理論化において、感覚と記憶や思考の関係性を単純には明確にでき
ないとすれば、反美学というタームで議論を切り分けようとする方向はいささか形式
的、とも考えられるがどうだろうか。
　第 8章の「市民社会と家庭――メアリー・ウルフストンクラフトの『女性の権利の
擁護』」の論考において、ウルフストンクラフトの主張は「反美学主義」と色分けされて
いる。彼女は、女性にとっての想像力の危険を語り、社会で活動し倫理的な存在とな
ることを推奨しているが、そこには女性が社会の中心的な主体となることを求めてい
る姿が読み取れるのではないのだろうか。本書で何度も言及される「女性的な徳」によ
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って調和を得た公共空間は、女性の空間とは限らない。本書では何も言及されていな
いが、この論考はヒュームの人種的偏見がすでに多く研究されていることを思わせる
ものであった。「人類」の種別を腑分けする議論は、理想的な公共空間から排除された
存在（女性を含む）という問題系への一つの手がかりでもある。
　後半の第 II部では文学作品を中心とした議論へと移行する。感受性や趣味の洗練
が市民社会の調和を現出させるという意識が共有されていくことについて、著者は第
I部で様々に掘り下げて論じているが、第 9章では『パミラ』という小説世界におい
て、若い女性が自らの身を商品のように交換することを拒み、「愛」によって結ばれる
とき、市民社会には政治・経済の闘争的社会とは切り離された自律的な家庭という空
間が現れるというプロセスが詳細に論じられている。ここで第 4章で論じられたヒ
ュームの虚構論を思い出してもよい。読者はこれが物語であると分かっていても、実
際にパメラの身の上になって同情と共感を寄せたであろう。これはリアリズムと虚構
の世界がコインの裏表になった世界なのである。
　続く第 10章での『クラリッサ』についての考察は、「徳と法のあいだ」というタイト
ルが付けられ、家庭的な徳を重視するクラリッサと、彼女が相続した財産をとりまく
法権力との軋轢とが論じられている。家庭における愛情やそこに生まれる徳のある世
界は、法的権力に基づく身体的規律や物質的所有を語る言語の世界とは相いれない。
『クラリッサ』に描き出される女性的徳は、現実世界ではヘゲモニーの中心とはなら
ず、代わりにクラリッサの得た財産は彼女を家族的紐帯から放逐する原因となる。ア
ダム・スミスの『道徳感情論』に描かれた共感による調和のある世界は、感情を調整し
共感を維持するようふるまうことで成り立つものであるが、共感の拒絶や過剰な想像
力によって理想的な調和は簡単に瓦解するのであって、『クラリッサ』の登場人物が繰
り広げるドラマは、スミスの理想社会の理論的限界を描き出すものと指摘されてい
る。
　第 11章から第 13章の論考において、本書の「美学イデオロギー」への様々なアプ
ローチが文学作品の読解へと鮮やかに収斂されているのを読者は発見するだろう。第
11章では、ワーズワスが『序曲』で大都市ロンドンの雑踏とそのとりとめのなさを描
き、その光景への熟考から偶然の出会いの中に意味を見出し自己を形成していくプロ
セスへの考察から、「時の点」への議論へと展開する。このように『序曲』を詩人の自己
形成のプロセスとして知覚的体験と記憶との対話から構成されるものとする見方は、
それ自身全く目新しいものであるかどうかは分からない。しかしこの論考が立体的で
強いものとなっているのは、趣味と想像力を洗練させ共感を通して市民社会の調和を
目指す道徳哲学のミッションを、ワーズワスは詩的言語によってなし得たという視点
からの考察が、ヒュームからリチャードソンに至る論考の発展として構築されている
ところにある。
　第 12章の「ワーズワスと崇高」では、美学的範疇とワーズワスの詩作品との関係を



書　　　　　評38

多角的に論じたものである。U.プライスやウィリアム・ギルピンによるピクチャレ
スクへの言及、そしてピクチャレスクな新規で粗い感触のテクスチャを風景画に与え
る乞食の姿など、ピクチャレスク趣味が概観されているわけであるが、ワーズワスの
読解においてはマーティン・プライスの「ピクチャレスク・モメント」に立ち戻るとい
うところ、オーソドックスな構えの議論でもある。そして「決意と自立」において、偶
然出会った蛭取り老人をワーズワスが言語化するとき、そこには社会の闇に消えてし
まうかのような老人の姿に市場経済における労働の姿が含意され、畏怖の念とともに
崇高な対象としての人間の姿が表出される。このあたりの議論はヒュームやマルサス
の論考と合わせ読むとワーズワスの詩作品の同時代性および独創性が分かるだろう。
またこの章では『序曲』第 7巻に登場する盲目の乞食のエピソードも取り上げられて
いる。乞食が自分の来歴が書かれた紙を胸に張り付けている点をこの論考では掘り下
げており、一人の人間の物語は誰がどこで記述するのか、人から与えられた物語に対
して人間はどれほど抵抗できるのか、といった様々なテーマが示唆されている。ワー
ズワスの現代性を考えさせるくだりである。
　第 13章の「『フランケンシュタイン』と言語的崇高」では、バークやケイムズの崇高
の美学の考察と併せて、フランケンシュタインが生み出した怪物が発する言葉が、も
しくは言葉を発するモノとしての怪物が、危険で恐ろしく精神性から切り離された暴
力的な何かを指し示す「崇高な対象」となる点が分析されている。「ある種の浮遊する
シニフィァン」（247）としての怪物という指摘に見られるように、アレゴリー化を拒
む怪物の存在は、具体的な視覚的対象を超える感覚である「崇高」へと結びつく。しか
し怪物は物語のどの場面でも「崇高」であるのか、怪物の饒舌は言葉を話すモノへの恐
怖を煽り立てるだけなのだろうかという疑問が起こることもあるだろう。それに対し
ては怪物は言語の非制御性を体現するのであるから、どのような批評言語によっても
定義できないという結論が示される。数多くの批評理論による説明が試みられている
この作品の文学研究上の立ち位置に力業で応じた形になっているが、怪物の存在に人
類が背負う問題の多くが投影されているのは確かだろう。
　本書最終部の第 14章から第 16章は、S. T.コールリッジの思想について取り上げ
ている。『文学的自叙伝』、『政治家必携』、および『教会と国家』といった後年の散文作
品を中心に、コールリッジにおける商業、政治、美学といったテーマや文化理論など
を取り上げている。これらの章ではコールリッジの散文作品に関する興味深い考察が
随所にあり、どの論考も一読に値するものだろう。特にこの詩人の哲学的論考を知ろ
うとする人々にとっては、啓発的な水先案内となるはずである。付言すれば、ユニテ
リアンやクエーカーなどの非国教徒の過度な商業主義に対するコールリッジの批判
は、彼ら非国教徒の信仰のかたちとそれが作り出した歴史的精神文化の問題と離れが
たく結びついていることは記憶されるべきだろう。また本書では、コールリッジの商
業（commerce）についての見解と 18 世紀から発達した政治経済学（political 
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economy）との関係は明示されていない。J. S.ミルはコールリッジの政治経済学につ
いての言説に全く意義を見出さなかったが、コールリッジの宗教、商業、経済に関す
る思想は同時代史料との相互的関係性においてさらに分析される余地がある。
　本書が取り上げているテクストは、18世紀から 19世紀のロマン主義の時代にかけ
ての詩作品や散文作品だけでなく、哲学的な論考を多く含む。「文学的な精読の技法
によって思想史を読み直す」（13）という著者の試みの射程は広い。全体として、前半
の第 I部と後半の第 II部をいかにつないで読むかが本書の読解の鍵といえるだろう。
F. R.リーヴィスは 1940年に、「コールリッジが学術的古典として通っているのはち
ょっとしたスキャンダルだ」と書いた。リーヴィスはコールリッジの思考の形態がラ
ディカルで、文学作品を考える際の教育資源として適切でないと考えていたようであ
る。もしそうであれば、第二次世界大戦後の英文学研究の傾向は実は由々しき方向な
のかもしれない。ともあれ、英文学作品に今後どのようなアプローチをすればよいの
かという問いを持つ人は多いのではないだろうか。本書はロマン主義文学研究の一つ
の達成点を示すものである。広く英文学研究の方法について考えようとする人々にと
っても有益な書と言えるだろう。
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　心地よい家と夢中になれる本。この組み合わせほど、自身にとって幸福感をもたら
してくれるものは他にない。そんな私にとって、大石和欣氏の『家のイングランド
――変貌する社会と建築物の詩学』は待望の一冊だった。日々、存在を受け入れてく
れる家があり、そこで起きて、食べて、仕事をして、そして眠りにつけるのなら、そ
れだけで充分に幸せな人生である。しかし、そのような居住空間でくり広げられる生
活はえてして凡庸で、居住者は日々の厄介ごとに疲弊していたりもする。そんな家の
本棚に、マンネリな生活に新たな息吹を吹きこみ、そこに住まうお疲れ気味の人間を


